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いいまち合金夢のまち

とってもお行儀のいい『みんなでジャンプ』
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7月16日|こ行われた、第45田町民体育祭
みん忽

の「皆でジャンプ」の競授から。

空中で正座でもしているような、とって

もお行儀のいい「金原チ ム」。

ぐ、

仁



一部が改正

たに介護保険分が追加

l莞去月...................................................
《押1)1 ))世帯に 1人も介護保険被保険者がいない場合

・世帯構成。

今
金
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
が
6
月
定
例
会
に
お
い
て
可
決

・し
、表
の
と
お
り
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
税
率
決
定
に
当
た
り
ま
し
て

は
、
今
後
、
老
人
保
険
医
療
費
の
増

高
に
よ
る
財
源
不
足
が
心
配
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
在
の
厳
し

い
経
済
状
況
や
介
護
保
険
制
度
が
開

始
さ
れ
た
社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
、

前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
や
基
金
の
取

り
崩
し
等
に
よ
り
、
医
療
分
の
税
率

に
つ
い
て
は
、
所
得
割
を
改
正
し
、

資
産
割
、
均
等
割
、
平
等
割
に
つ
い

て
は
、
現
行
ど
お
り
の
据
置
と
な
り

士
AF

T

レ
#~。

ま
た
、
今
年
度

4
月
1
日
よ
り

「
介
護
保
険
法
」
が
施
行
と
な
り
、
介

護
保
険
分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
が

支
払
基
金
に
納
め
る
介
護
納
付
金
の

2
分
の
l
の
金
額
を
、

応
能
(
所
得

割
・
資
産
割
)
、
応
益
(
均
等
割
・
平

等
割
)
に
換
算
し
税
率
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

， 

• • 

生野
3，150，000円で固定資産税額(平成12年度)150，000円

①+②+③+④=387，800円 (医療保険分合計)・・・⑤ (100円未満切り捨て)

子供2人

世帯全員の基準総所得

・医療保険分.

《所得害J)) 3，150，000円x5.70% (税率) =179，550円・・・①

《資産害1))) 150， 000円X47.80% (税率) = 71，700円・・・②

《均等害1))) ( 1人当たり)23， 800P') X 4人 95，200円 ・③

《平等害1))) ( 1世帯当たり)41，400円・・・④

受包
妻 (33歳)

置、、‘:::s
l '.1・....，
，..:正 )J
『之介?

世帯主 (35歳)

※国民健康保険税(医療分)改正表1号 (65歳以上) 1人ずついる場合《例 2))世帯に介護保険被保険者が2号 (40歳以上64歳未満)、

・世帯構成

減増平成11年度平成12年度分区

ム0.94100分の 6.64100分の 5.70 

100分の47.80

額

額

害1)

害1)

得

産

所

資

応

官E税医告μ 轡Gi 。100分の47.80

。23，800円23，800円均等割(1人当たり)応
率

療

。
F艮

※国民健康保険税(介護保険分)

平成12年度

100分の 0.57

4，800円均等害1)(1人当たり)

平等割(1世帯当たり) 5，500円

〕2
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額

。
41，400円

530，000円

分区

100分の 6.00

額

額

応

益

70，000円度日毘

41，400円

530，000円

害1

割

率
保

険

分

母 (67歳)

I号被保険者

子供 I人妻 (38歳)世帯主 (42歳)

2号被保険者 平等害1) (1世帯当たり)

額度

益
分• • φ医療保険分・ 基準総所得、固定資産税額 《例1))と同じ場合

387， 800円⑤(医療保険分)に介殻保険分(2号被保険者)が加わります。

-介護保険分・

《所得割)) 3， 150，000円X 0.57% (税率)ニ17，955円・・・⑥

《資産割)) 150， 000円X 6.00% (税率)= 9，000円・・ ・⑦

《均等割)) (1人当たり) 4，800円X1人 4，800円・ ・・③

《平等割)) (1世帯当たり) 5， 500円・・・⑨
得

産

所

資

応

ムh
円E

税
介

護⑥+⑦+③+⑨=37，200円(100円未満切捨)・・・⑩

合計(医療保険分⑤+介護保険分⑩)387，800円+37，200円ニ425，000円

※母の介護保険料(1号被保険者)は年金から天引されます。

l、

〕雪d〔



[使用料変更のお知らせ :1

区 分 1室2時間まで 1時間泊すごと

種川温泉休憩所 新 1.050同 520円

集 会 所 l日 2.100円 1.050円

あったからんど 新 1.050同 520円

いちい Aの問 |日 4.070円 2.030円

あったからんど 新 520同 260同

いちい Bの問 |日 2.030円 1. 0 1 0円

7月 l日から種川温泉

休憩所集会室、あったか

らんど研修室の使用料が

表のとおり変更となりま

した。， 

••••••••••••••••••••••••••••••••• 
一
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力

一
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

2
月
1
日
か
ら
明
日
日
ま
で
実
施

し
ま
し
た
、
あ
っ
た
か
ら
ん
ど
の

開
閉
時
間
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
の
結
果

。 現在の時間帯でよい 80名 (56.7%)

-平日 午前10時より午後 91時まで

・士、目、祝日 午前9時より午後 9時まで

。 時間帯を変更した方が良い 46名 (32.7%)・ 19名(13.5%)

・平日 午前11時より午後10時まで

・土、目、祝日 午前 9時より午後10時まで

24名(17.1%)

-平日 午前11時より午後10時まで

・土、目、祝日 午前10時より午後10時まで

・その他 3名(2. 1 %) 

。 無回答

7フンケートご協力者 141名• • 
7
月
日
目
、
今
金
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
町

民
体
育
祭
、
時
折
小
雨
が
降

る
中
、
白
熱
し
た
競
技
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
競
技
に
先
駆
け
交

通
安
全
大
会
が
行
わ
れ
、
各

年
代
か
ら
代
表
が
宣
笛
文
を

読
み
あ
げ
ま
し
た
。

第45回今金町民体育祭

ぶっちぎりの『神丘』

《
成
績
》

優

勝

神

丘

2
位

本

町

3
位

寒

昇

4
位

南

町

5
位

曙

町

6
位

金

原

7
位

八

束

8
位

御

影

9
位

大

和

北

川

位

末

広

町

什

位

南

栄

町

刊
は
位
大
和
南

口
位

農

村

川

位

中

里

同

位

高

美

町

同
位

栄

町

げ
位
商
工
団
地

問

位

東

町

内

位

光
の
呈
学
園

初

位

日

の
出
町 • 

幼児を代表して交
通安全を宣誓した
今金幼稚園の中島
慎哉ちゃんと伊東
美郷ちゃん.

15名 (10.6%)

以上のような結果となりました。

今後について、時間帯は今までどお

りとし、午後9時までに入館された方

は、午後9時30分までに退館していた

だきますようご協力をお願いいたしま

労働力調査特別調査
平成12年8月31日

労働力調査特別調査は雇用 ・

失業対策などの施策に役立てる

大切な調査です。ご協力をお願

いします。

《総務庁統計局》

す。

〕凋斗〔

あったからんど開閉時間

アンケー卜結果

現在の時間帯で良い

.時間帯を変更した方
が良い

札幌問「せたな号」期間延長
札幌~瀬棚港問で運行しているパス「せたな号」を、 i頼棚港~

奥尻島問のフエリーが9月30日まで延長就航することに併せ、延
長運行する事になりました。

9:00→ 13・40→ 13:50→ 14:40
札 幌 今 金 北 倫 山 瀬 棚
20:00← 15: 10← 15:00← 14:50 

発着場所
-札幌
・今金

《銀嶺バス側》

口 無回答

札幌駅パスターミナル l階中レーン 5番のりば
今金町民センター前

10 6% • • ー'ー'ー'ー，-，-，-，_._._，-，ー，-"ー'ー._.ー._.ー，-，_.ー'ー'ー，-，-，ー'ー'ー._.ー'ー'ー，-，-，-，ー'ー，-，-，-，ー'ー'ー._.ー'ー'ー'ー.，-，ー'ー'ー，-，-，-，ー'ー，

ジャンボ圃車よって之い祭り

7
月
日
日
行
わ
れ
た
ジ
ャ

ン
ボ
風
車
よ
っ
て
こ
い
祭

り
。
今
金
町
観
光
協
会
が
主

催
し
デ

・
モ
ー
レ
ン
広
場
で

楽
し
い
ゲ

l
ム
や
駅
伝
競
走

大
会
な
ど
多
彩
な
催
し
も
の

で
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。

(5) 



今
金
高
等
養
護
学
校
(
虎
尾
剛

哉
校
長
)
の
全
校
生
徒
が
オ
ラ

ン
ダ
公
圏
内
の
花
壇
の
草
取
り
や

ゴ
ミ
拾
い
、
バ
ス
停
内
の
清
掃
や

窓
拭
き
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

.
公
園
は
み
ん
な
の
も
の
!

・
飼
い
犬
な
ど
の
散
歩
時
に
は
フ

ン
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と
し
ま

し
ょ
う
!

ゴ
ミ
や
タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
は

も
っ
て
の
ほ
か
・

利別川清流保護の会

今
金
消
防
団
、

2
・
第
3
分
団
に
よ
る
総
合

演
習
が
今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
演

習
に
は
団
員
礼
名
が
参
加
し
、

小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
作
法

訓
練
な
ど
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
来
賓
や
見
学
者
に
披
露

こ
れ
も
、

の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

し
ま
し
た
。

第
1
・
第

利
別
川
清
流
保
護
の
会
(
田

中

一
夫
会
長
)
の
呼
び
か
け

で
、
官
公
署
、
各
種
団
体
、
建

設
業
関
係
者
な
ど
約
羽
団
体
、

1
5
0
人
が
利
別
川
の
河
川
敷

に
集
ま
り
河
川
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

ゴ
ミ
拾
い
は
住
吉
頭
首
工
か

ら
今
金
水
門
付
近
ま
で
手
分
け

し
て
行
わ
れ
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
は

す
ぐ
に
持
ち
き
れ
な
い
ほ
ど
の

ゴ
ミ
で
、
マ
ナ

l
の
悪
さ
が
目

立
ち
ま
し
た
。

， 

• • 
瀬
棚
区
保
護
司
会
(
櫓
山
北

部
4
町
で
構
成
)
の
佐
々
木
秀

雄
会
長
が
、
役
場
前
に
お
い
て

法
務
大
臣
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
朗
読
し
、
村
本
町
長
に
運
動

の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
、
非
行
に
陥
っ
た
少
年
遠
の

更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力

を
合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
運
動
で
す
。

町
民

坂
本
建
設
グ
ル
ー
プ
が
ス

ト
ッ
プ
交
通
事
故
を
願
い
、

青
空
交
通
安
全
大
会
を
実
施

し
ま
し
た
。

大
会
で
、
坂
本
建
設
グ
ル

ー
プ
を
代
表
し
土
木
部
の
小

林
美
奈
さ
ん
が
「
企
業
人
と

し
て
の
役
割
を
十
分
認
識

し
、
交
通
事
故
ス
ト
ッ
プ
の

た
め
に
、
真
剣
に
行
動
を
起

こ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
決
意
し
交
通
安
全
宣
言
を

し
ま
し
た
。

今
金
婦
人
会
(
狭
間
リ
力
会

長
)
が
市
街
地
と
周
辺
の
高
齢
者

を
町
民
セ
ン
タ
ー
に
招
き
、
約

3

0
0
人
が
参
加
し
敬
老
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
今
金
婦
人
会
、
日
赤

奉
仕
団
の
メ
ン
バ
ー
約
叩
人
が
運

営
に
あ
た
り
、
手
作
り
ソ

l
メ
ン
、

料
理
や
飲
み
物
に
参
加
者
は
喜
ん

で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
舞
踊

や
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
な
ど
が
披

露
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
い
ま
し
た
。

• • ヌ。
ン
与14日

し
た

7月

〕6
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町
交
通
安
全
協
会
、
交
通
安
全

運
動
推
進
委
員
会
が
主
催
し
、
高

美
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
場
で
交
通
安
全

推
進
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
町
内
か
ら

9
団
体
、

約

ω名
が
参
加
、
白
熱
し
た
試
合

が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

余金町の
嚢遡事故発生状況

6月発生 6月末現在
。件 6件
0名 1名
O名 16名

※ 33運動(スピードダウン ・シートベ
ルト着用)で交通事故を未然に防ごう 1

交通事故死ゼ口日数 67日

発生件数
死者 数
傷 者数

虚
血
劃

b
g

ヌ
ナ
山
7
.

つ今金保育所

〕ヲ，〔



八雲町
~豊かな山峡の湯宿~

・町曽温泉おIまこ荘・
四季折々に変わる露天風8.互の温泉で心

と体をいやL りフレッンユしてくださ い。

・料金
・日附り入裕

大人360円 大A(中学生)310円
中人150円小人無料
※お叫な回数券もありますa

・市泊大人5，950円
大人(中学生)5，8001'1< 
中ノ5，380円小人4.850円

・お問い合わせ先/八盤町商工観光労政課
801376-2-2111 内相342
圃予約/町世温泉おぼこ荘

801376-3-3123 

一

大成町
・大成町野曽喝・

(貝取澗渓谷キャンヌ場)
四季折々の野の花やヤマべなど

の川釣りができる遊歩道、周辺で
は温泉も楽しめるキャンプ場です。
・場 所大成町貝取澗
・利用料金大人200円

小中学生100円
テント 5人以下 l張り 300円

6人以上 1張り 610円
《お問い合わせ先》
大成町役場産業銀農政係
801398-4-5511 内線223

]リド-JL変涜ネットワーヲ暗報 No.28 

熊石町
・山峡の渇の宿『見市温泉』・

「北の食材こだわりの宿Jアワビ

料理で旅館部門の大賞を受賞した

自慢の料理と鉄分を多く含んだ茶

褐色の源泉そのままの大浴場、せ

せらぎを望む露天風呂はミネラル

が豊富で湯治に最適です。

聞宿泊 7，800円~

・入浴料大人400円、小人200円

北楢山町
第5固YOSAKOIソーラン祭り

櫓山大会 Inきたひやま
1・前夜祭 8月19日(土)午後6時 ~

! 北槍山町農村改善センター

: 北部附山4町参加

i・本大会
8月20日(日)午前10時~パレード開始

l パレード 町民体育館~町道公園通り

~改善センタ-
l ステージ 北楢山町農村環境改善セン

ター駐車場

楠山管内10チームと渡島管

内等10チーム参加

《お問い合わせ先》

問実行委日会 801378-4-5111内線323

調欄町
格安ケヒンtお手軽キャンフ|まいかかて昔か?

『せた~青少年旅行紺』

r. 

今年も予約でなかなか空き由無いケビン
は.li!休みを過ぎた8月桂半からの涼しい季
節が穴場です.
耳休みシーズンを過ぎると若干の空きがあ

るそうなので、みなさんご予約はお早めにど
うぞ.
・ケビン/4人用 l棟 l目 5.000円

6人用 1樟 1日 8.000円
このほかに入村料が若干かかります.

圃般醐/!照明器具テレビデオ ー電源冷蔵
血寝具キッチンガスコンロ水洗トイレ
テーブル ・掃除機
《お問い合わせ先日

せたな青少年航行村官理棟
801378-7-3819 

長万部町
~真夏の夜のハイライト~

・おじゃまんべ夜みこじ行~J・
スポットライト・ちょうちんな

どで飾り付けをした山車やみこし

が、歩行者天国になっているスト

リー卜を激しく練り歩吉、勇壮な

姿を観客に披露します。

・日時 8月10日(木)

・場所 本町 ・元町商庖街メイン

ストリー ト
《お問い合わせ先》

長万部商工会 801377-2-2270 

， 

• • 

パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
と
の
交
流
会

今
金
小
学
校

六
年
二
組

田
村
育
土
木
さ
ん

国
際
交
流
会
で
、
五

・
六
年
生

は
、
鼓
笛
を
発
表
し
ま
し
た
。
曲

は、

「今
小
マ
ー
チ」

「レ
イ
ダ
ー

ス
マ

l
チ」

「ラ
ブ
マ
シ

l
ン
」
で

す
。
私
は
、
フ
ラ
ッ
グ
で
し
た
。
い

っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
演
技
し
、
た

く
さ
ん
は
く
手
を
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。衣

装
を
着
が
え
て
、
教
室
へ
も

ど
ろ
う
と
し
た
時
、
先
生
に
呼
ば

れ
、
真
美
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
バ
ー

ン
サ
イ
ド
高
校
の
人
を
む
か
え
に

行
く
よ
う
に
言
わ
れ
ま
し
た
。
英

語
を
使
っ
て
呼
ん
で
ね
と
言
わ
れ

て
、
き
ん
ち
ょ
う
し
て
校
長
室
に

入
り
、

「カ
ム
ヒ
ヤ
、
ケ
リ
ン
、
ウ

エ
ン
ダ
。
」
と
言
っ

た
ら
、

二
人
は

来
て
く
れ
ま
し
た
。
教
室
へ
行
く

と
ち
ゅ
う
、
ウ
ェ
ン
ダ
が
上
着
を

忘
れ
た
の
で
い

っ
し
ょ
に
と
り
に

行
き
ま
し
た
。
二
人
き
り
に
な
っ

て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
ゃ
べ
れ

ば
い
い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る

と
、
そ
の
時
「
何
才
で
す
か
?
」
と

聞
か
れ
ま
し
た
。
「
十

一
才
。
」
っ

て
言
い
ま
し
た
。
「
中
学
生
も
う

少
し
ワ
」
「
来
年
。」

心
ぞ
う
が
ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
教
室
で

は
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
こ
と

を
い
ろ
い
ろ
質
問
し
、
教
え
て
も

ら
い
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
に
も
、
す
し
屋
が
あ
る
と
教
え

て
く
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
で
紙
飛

行
機
を
作
っ
た
り
、
折
り
紙
で
つ

る
を
作
り
ま
し
た
。
と
て
も
上
手

で
し
た
。

給
食
も
い
っ
し
ょ
に
食
べ
ま
し

た
。
ペ
ッ
ト
の
こ
と
な
ど
い
ろ
い

ろ
話
し
ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
あ
め
を
も
ら
い
ま
し
た
。

初
め
は
、
外
国
人
だ
か
ら
い

っ

し
ょ
に
遊
ん
だ
り
で
き
な
い
と
思

っ
て
い
た
け
ど
、
帰
る
時
に
は
、

《お問い合わせ先》

見市温泉 801398-2-2002 

|あの人は今どこに! | 
行方不明者相談所開設のあ知らぜ | 

防災意識の富揚
私たちは、いつ、どこで、どのような災害に遭うか

わかりません。

不意に襲ってくる危険から身を守るための備えを平

紫から心がけておくことが大切です。

特に、車を運転しているときに大地震に遭ったとき

は、次のことに協力をお願いします。

Oあわてずに車を道路の左側に止めて下さい。

0車を停止した後は、ラ ジオなどで被害の情報や道

路情報を確認し、落ち着いて行動して下さい。

0やむを得ず道路に車両を駐車して避難する時は、

道路の左側に寄せて止め、エンジンを切り、キー

を付けたままにし、窓を閉め、ドアロ ックはしな

いで下さい。

また、平素から避難場所等についても、家族全員で

次のことを確認しておきましょう。

0家族がバラバラになった時の確認方法や集合場所

を決めておきましょう。

0町長から避難の指示があった時は、隣にお年寄り

や体の不自由な人がいる場合、近所の皆さんで助

け合って落ち着いて避難して下さい。

我々一人ひとりが災害による命や財産は、自ら守る

という意識をもつことが大切です。

北槍山警察署 8 (01378)4-6110 緊急時 ~ 1 1 0番』

外
国
人
、
だ
か
ら

・
・
・

と
い
う
気

持
ち
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
帰
る
時
、
私
は
、
な
み

だ
目
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
も

っ

と
遊
び
た
か
っ
た
で
す
。

ま
た
こ
う
い
う
機
会
が
あ
れ
ば

よ
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

と
て
も
楽
し
か

っ
た
交
流
学
習

今
金
小
学
校
六
年

一
組

山
崎
み
ゆ
き
さ
ん

楽
し
か
っ
た
交
流
学
習
も
海
浜

遊
び
で
最
後
だ
。
ウ
ォ

l
ク
ラ
リ

ー
で
は
他
の
学
校
の
友
達
と
力
を

合
わ
せ
て
ゴ
ー
ル
ま
で
進
ん
だ
。

最
後
の
階
、
だ
ん
の
ぼ
り
は
暑
く
て

へ
と
へ
と
に
な
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル

し
た
。昼

ご
飯
は
み
ん
な
で
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
た
べ
た
。
野
菜
を
切
る
の

が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
。
そ
の
か
い

あ
っ
て
、
す
ご
く
お
い
し
か

っ
た
。

消
防
士
の
友
達
の
お
父
さ
ん
が
い

北海道響察では、下記の日程で道内15箇所にお

いて「行方不明者相談所」を開設します。

家出した人、行方不明となった人のことで相談

されたい方(親族、保殺者等)は、お気軽に相談

においでください。

響察では、関係者個人の名誉と秘密は確実に守

りますので安心してご相談ください。

ご相談においでになるときは、行方のわからな

くなった方の写真(顔写真や全身など)がありま

したらど持参ください。

また、調査の手がかりとなるような身体の特徴・

傷・手術痕・ほくろ・あざなどのほか、歯・血液

型・行方不明当時の服装・所持品などについて、で

きるだけ詳しく調べておいてください。

なお、都合により相談に来られない方は、最寄

りの警察署でも受け付けています。

「行方不明者相談所」開設日程

.最寄りの開設場所

・函館中央署 9月5日

・江 差箸 9月 7日
.開設時間

-午前 9時30分~午後4時まで

《北海道箸察》

• • 
た
の
で
消
火
は
ば
っ
ち
り
だ
っ
た
。

さ
あ
海
で
遊
ぶ
ぞ
!
と
思
っ
た

け
ど
か
ぜ
気
味
だ
っ
た
の
で
入
る

の
を
や
め
、
育
来
ち
ゃ
ん
と
か
と

砂
で
大
き
な
山
を
作
る
こ
と
に
し

た
ロ
金
原
の
友
達
と
か
と
協
力
し

て
な
ん
と
か
作

っ
た。

「あ
と
応

分
で
す
。
」
と
言
わ
れ
、
あ
わ
て
て

ト
ン
ネ
ル
ほ
り
に
と
り
か
か
る
。

順
調
に
ほ
り
、
ぎ
り
ぎ
り
で
完
成
。

海
の
水
で
手
を
洗
い
、
ト
ン
ネ

ル
へ
行
く
と
、
こ
ん
ぶ
み
た
い
な

物
と
石
が
の
つ
か
っ
て
い
て
、
ま

る
で
か
ん
む
り
み
た
い
に
な
っ
て

い
で
す
ご
く
ど
う
か
で
と

っ
て
も

う
れ
し
か
っ
た
。
と
、
も
う
終
わ

り
の
時
間
。
「
今
度
ま
た
会
お
う

ね
。
」
と
約
束
し
、
今
金
小
に
帰
っ

た
。

f(1]月1日は国勢調査 . 
10月1目、図書寺調査を全国いっせいに行います。.

一…l
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6日(水)
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0
 

〔

(火)、
(木)

調査する項目は、男女の別、出生の

年月、就業状態、通勤 ・通学I也、 住

居の極類などです。調査内容が、他

にもれたり、統計以外の目的に使わ

れることは絶対にありせん。

《総務庁統計局》

あ
き
え秋

山日~、手IJ別俳句会{訓

A 
F 

キ守

由
井
子

戸

沢

慶

芳

賀

伊

刃刃

.."‘ 

女

H畢

阪

井

え

み

斉

み
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〔

E事

ち

辻

子

知

派
俳
句
に
院
本
来
ふ
り
仮
名
は
木
裏
で
す
が

・睡眠
も
が
霞
み
や
す
〈
・
と
の
主
置
に
よ
り
あ
え
て
付
飽
レ
て
い
ま
す
.
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槍山支庁管内吋村職員

採用資格試験案内
平成13年度

海上保要大学校
一一一一一学校一

・受験申込書受付期間及び受験資格

大学校学生 8月24日(木) ~ 9月5日(火)

昭和55年4月2日以降に生まれた者

7月27日(木) ~ 8月10日(木)

学生募集

8月jj日(金)まで

-北檎山町(槍山北高校). 

・江 差 IIIT(江差高校)

-奥尻町(奥尻町役場)

(日)9月17日

受付期間

第 1次試験

t由験試

保安学校学生

昭和52年4月2日以降に生まれた者

.試験日(第 l次試験)

11l海上保安大学校

今金町、江差町、上ノ国町、厚沢部町、

奥尻町

採用予定町

申込書用紙の請求先及び詳しいお問い合せは

《役場総務課まで))H2-0111内線224

10月28日
29日

(2)海上保安学校 9月24日
.第 1次試験地(道内分)

函館市、札幌市、旭川市、小樽市、釧路市

O詳細についてのお問い合わせは

函館海上保安部管理課 (HOI38-42ー 1118)

ハロ
1
ワ
ー
っ
か
ら
の

お

知

ら

せ

函
館
公
共
職
業
安
定
所
職
員
の

派
遣
日
は
、
次
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。な

お
、
北
槍
山
職
業
相
談
室
で

の
雇
用
保
険
受
給
手
続
き
に
つ
い

て
は
職
員
派
遣
日
に
職
員
が
取
扱

を
し
ま
す
が
、
職
員
の
派
遣
日
以

外
は
八
雲
出
張
所
で
手
続
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

。
平
成
ロ
年
8
月
分

8
月
お
日

(
水
)

午
後

1
時

1
午
後
5
時

8
月
M
M

日

(木
)

午
前
9
時
1
ロ
時

。
連
絡
先

[北
槍
山
職
業
相
談
室
]

8
0
1
3
7
8
4
5
7
2
4
 

[ハロ
I
ワ
1
ク
函
館
]

8
0
1
3
8
2
6
0
7
3
5
 

[ハロ
l
ワ
l
ク
八
雲
]

8
0
1
3
7
6
1
2
1
2
5
0
9
 

み建

設

事

業

主

な

さ

ま

への

建
設
現
場
で
働
く
人
の
退
職
金

は
安
全
・
確
実
・
有
利
な
「
建
退

共
制
度
」
が
お
す
す
め
で
す
。

(士)

(日)

(日)
IDJ(J)福留Aご設立ててぐtzið"~)

山っくりσ)Oi寺1三υ
~ こん 15ち l立、槍山 ~ tj部地区

林業指導事務所です~

林業指導事務所では、森林を所有し

ている人に山っくりについての指導や

いろいろな情報をお知らせします。

「間伐や枝打ちの方法がわからないJ

「山の樹木が枯れてきた」などこ相談は

ありませんか。

私たち林業改良指導員が、みなさま

のご質問やご要隻にお応えします。

林業指導事務所に直接来訪されるか、

電話、手紙等気軽にご利用ください。

あなたの山っくりのお手伝いをしま

す。

庭木や緑に関するご相談も受け付け

ています。

終
戦
当
時
の
引
揚
者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て
い
る
次
の

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

。
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら

れ
た
方
が
、
上
陸
港
(
地
)
の
税
関
、
海

運
局
に
預
げ
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

③
海
外
の
集
結
地
に
お
い
て
領
事
館
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う

ち
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば
か
り
で

な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も
結
構
で
す
。

お
心
当
た
り
の
方
は
、
上
陸
港
(
地
)
を

所
轄
す
る
税
関
ま
た
は
最
寄
り
の
税
関
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

函
館
税
関
監
視
部

〒
0
4
0
8
5
6
1

函
館
市
海
岸
町

M
番

4
号

8
0
1
3
8
|
刊

1
4
2
4
4

• • 
今
年
、
今
金
日
石
株
式
会

社
が
ロ
年
間
経
営
し
て
い
た

会
社
を
解
散
し
、
函
館
市
に

本
社
を
置
く
株
式
会
社
佐
藤

商
庖
今
金
営
業
所
と
し
て
引

き
継
が
れ
ま
し
た
。

そ
の
長
年
に
わ
た
り
町
内

の
多
く
の
皆
様
に
ご
愛
顧
を

い
た
、
た
い
た
こ
と
に
対
し
、

町
の
福
祉
の
目
的
に
と
旧
今

金
日
石
株
式
会
社
と
川
村
正

夫
さ
ん
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
多
額

の
ご
寄
付
が
、

7
月
悶
目
、

村
本
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し

た。

-
経
営
事
項
審
査
で
加
点
さ
れ
ま

す。

.
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
国
が
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

.
福
利
厚
生
施
設
の
融
資
が
う
け

ら
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
も
よ
り
の
建

退
共
北
海
道
支
部
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

8
0
1
1
2
6
1
1
6
1
8
6
 

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

建
退
共
北
海
道
支
部

8月は

の納期となっております。

※納め忘れのない便利な口座振替の手続は役場税

務課まで

巡
回
経
営
相
談
の
ご
案
内

北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー
で
は
、
厳
し

い
経
営
環
境
へ
の
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
中

小
企
業
経
営
者
の
苦
悩
を
、
少
し
で
も
軽
減

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
巡
回
経
営
相
談
を

実
施
し
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
の
中
小
企
業
診
断
士
が
、
地
域

を
巡
回
し
、
企
業
を
訪
問
し
て
経
営
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
に
係
る
費
用
は
無
料
で
す
。

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
予
め
次
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。

巡
回
予
定
月

2

相
談
申
込
先

社
団
法
人
北
海
道
商
工
指
導
セ
ン
タ
ー

巡
回
担
当
診
断
士
東
恒
一

T
E
L
o
-
-ー

2
5
1
1
4
9
9
1

F
A
X
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、
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ー
サ
略

7

寄
酬

日

の

(
額多のへ会議

り
協。

よ

剛山山

ピ』

会
ま

1

;ミ

会
一uu

議

開
に

拘
閉

山
固
と

l
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祉
凪川一

一回国

学
あ

い有

里
意

A
E
切

W

社

山
灯
ご

〕O
 

1
 

〔

記
8 
月

干049-4501

槍山北部地区林業指導事務所

TEL 4 -4 5 2 6 

FAX4-5920 

高
校
や
大
学
・
専
門
学
校
・
各
種

学
校
な
ど
へ
進
学
す
る
た
め
の
諸
費

用
や
、
在
学
中
の
授
業
料
・
下
宿
代

な
ど
、
お
子
様
の
教
育
に
必
要
な
資

金
を
融
資
す
る
公
的
制
度
と
し
て
、

低
利
な
「
国
の
教
育
ロ
1
ン
」
が
お

役
に
立
ち
ま
す
。

(
海
外
の
学
校
へ
の
留
学
資
金
も
可
)

ご融資の概要

学生・生徒お一人につき200万円以内
年2.2%(固定金利)[平成12年 6月10日現在]
10年以内

ご返済期間|交通遺児家庭および母子家庭の方については、
年の延長が可能です。

据置期間|在学期間以内で元金の据置ができます。
|(ご返済期間に含まれます。)

証|例教育資金融資保証基金または夜証天(11;以上)
l毎月元利均等返済

ご返済方法|ボ ナス月増額返済(ご融資額の2分のl以内)や、
ステップ返済(ご返済を途中で増額するもの)もで
きます。

l 
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日

ω

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
誰
で
も
が
、

帥

回

目

町

の
歴
史
や
自
然
・
文
化
を
大
切
に
し

日間

岡
山

・'
家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き
ず
な
を
深
め

。
即
日
熱
意
を
も
っ
て
、
自
ら
楽
し
く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま
し
ょ
う
。

社会教育

だより
ま
嘗
ま
曹
環
ま
面
支
漏

ー
パ
ー

ン
サ
イ
ド
高
校
生
受
け
入
れ
事
業
|

去
る
7
月
1
日
(
土
)
1
1
日

(
火
)
の
日
日
問
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド

・
パ
l
ン
サ
イ
ド
高
校
生
受

け
入
れ
事
業
が
開
催
さ
れ
、

2
年

ぶ
り
に
キ

l
ウ
ィ
達
(
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
保
護
鳥
.
ニュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
人
を
霊

着
を
込
め
て
呼
ぶ
と
き
の
畳
称
J

が
、
町
中

を
閲
歩
し
ま
し
た
。
バ

l
ン
サ
イ

ド
高
校
と
の
交
流
は
、
平
成
2
年

度
か
ら
始
ま
り

ω年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
こ
の
問
、

5
回
の
受
け
入
れ

事
業
を
開
催
し
、
町
民
の
方
た
ち

に
も
既
に
馴
染
み
と
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
校
交
流
で
子
供
た
ち
と
ふ
れ

あ
い
、

日
本
文
化
体
験
や

N
Z
友

好
協
会
が
行
っ
た
交
流
パ
ー
テ
ィ

で
は
心
祖
ま
る
も
て
な
し
を
い
た

だ
き
、
も
ち
ろ
ん
凶
軒
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
通
じ
て
、
様
々
な

地
域
の
人
達
に
出
会
っ
た
日
々
は
、

学
生
た
ち
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
、

機
会
を
持
っ
た
全
て
の
今
金
の
人

た
ち
の
心
に
も
深
く
刻
み
込
ま
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
芽
生
え
た
草
の
根
の

交
流
は
、
い
つ
絶
え
る
こ
と
な
く

続
く
も
の
と
信
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。

わ
ず
か
凶
日
間
余
り
の
短
い
時
間

で
し
た
が
、
共
に
過
ご
し
た
と
い

う
事
実
が
、
見
ず
知
ら
ず
の
人
間

同
士
を
結
び
付
け
る
の
で
す
。
こ

う
し
た
人
々
が
、
や
が
て
今
金
町

と
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
友
好

の
架
け
椴
と
な
る
こ
と
を
願
う
も

の
で
す
。

d 
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宝
固
舞
台
で
活
曜
か
期
持
さ
れ
る

m

l
今

金

町

|

今
金
町
で
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ

が
盛
ん
で
す
が
、
こ
の
夏
ビ

y
ク

な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
今
金
町
役
場
野
球
部

が
、
全
国
官
公
庁
野
球
連
照
第
日

田
中
央
大
会
に
出
場
が
決
ま
り
ま

し
た
。こ

の
大
会
は
、

6
月
に
開
催
さ

れ
た
渡
島
・
槍
山
館
内
函
館
地
区

予
選
で
優
勝
し
・
全
道
大
会
で
も

支
部
代
表
と
し
て
勝
ち
進
み
2
度

目
の
全
国
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

8
月
初
日
か
ら
は
、
い
よ
い
よ

東
京
・
大
田
ス
タ
ジ
ア
ム
で
全
国

大
会
が
行
わ
れ
ま
す
。
前
回

(
1

9
9
8
年
)
に
続
き
北
海
道
の
そ

し
て
檎
山
の
代
表
と
し
て
も
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、

2
年
連
続
で
全
道
自

治
体
職
員
野
球
選
手
権
大
会
に
出

場
が
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会

は
7
月
初
日
か
ら
根
室
管
内
中
標

津
町
(
中
標
津
町
営
球
場
他
)
で

行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
野
球
以
外
に
も
8
月
日

日
か
ら
静
岡
県
浜
松
市
体
育
館
で

行
わ
れ
る
第
必
回
全
国
空
手
道
選

手
権
大
会
に
、
今
金
中
3
年
の
白

井

一
負
君
(
組
手
の
部
)
の
出
場

が
決
定
し
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
は
勝
つ
こ
と
だ
け
が

目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
努
力

し
た
結
果
と
し
て
全
道
大
会

・
全

国
大
会
さ
ら
に
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

大
会
な
ど
の
舞
台
に
ど
ん
ど
ん
出

場
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

。

f面軍

問
い
合
わ
せ
は
、

二

三

四
八
八

イ
ツ
コ

る遺書~毛J麗句
〈文化財探訪50)

イ
ヅ
コ
と
は
育
児

用
具
の
こ
と
で
、
北

海
道
で
は
昭
和
初
期

ま
で
使
用
し
て
い
ま

し
た
。
繁
忙
期
の
農

家
で
は
家
族
全
員
が

働
き
に
で
て
し
ま
う

た
め
、
イ
ヅ
コ
の
中

に
灰
、
葉
、
ぽ
ろ
切

わ
た
し
の
生
涯
学
習

去
る
6
月
刊品
目
(
水
)
大
成
町

町
民
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
少
年
の

主
張
袖
山
支
庁
地
区
大
会
が
開
催

さ
れ
、
槍
山
管
内
各
町
の
代
表
者

幻
名
の
中
学
生
が
出
場
し
ま
し
た
。

今
金
中
学
校
か
ら
は
、
高
時
刑
麻

衣
さ
ん

(
3
年
)
、
菱
田
明
奈
さ
ん

剤
町

少年の主碩地区大会終わる(
3
年
)
の

2
名
が
出
場
し
、
日
頃

か
ら
感
じ
て
い
る
意
見
や
疑
問
を

発
表
し
ま
し
た
。

高
級
さ
ん
は
、
学
校
で
出
さ
れ

る
給
食
を
通
じ
て
食
べ
物
の
大
切

さ
を
主
張
し
、
人
間
は
植
物
や
動

物
の
命
を
食
べ
て
生
き
て
い
る
の

れ
な
ど
を
敷
き
詰
め
て
赤
ん
坊
を

入
れ
て
育
て
ま
し
た
。
イ
ヅ
コ
に

は
藁
で
編
ん
だ
円
形
の
も
の
と
、

板
製
の
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
写

其
は
板
製
の
も
の
で
、
こ
の
た
び

花
石
の
鈴
木
忠
夫
さ
ん
よ
り
寄
贈

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
こ

の
板
製
の
も
の
は
底
が
揺
り
板
に

な
る
よ
う
、
工
夫
さ
れ
て
い
ま

す
。
誌
製
の
も
の
に
は
大
小
が
あ

り
、
大
き
い
も
の
は
育
児
に
使

い、

小
さ
い
も
の
は
ふ
た
を
付
け

て
飯
び
つ
を
入
れ
る
保
温
器
と
し

て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
赤
ん
坊
は

授
乳
時
ま
で
放
っ
て
お
か
れ
る
た

町
内
で
歯
科
医
を
開
業
し
て
い

る
鈴
木
邦
明
さ
ん
は
n

超
H

が
つ
く

程
の
音
楽
マ
ニ
ア
。
こ
の
た
び
新

築
さ
れ
た
自
宅
の
地
下
に
音
楽
ス

タ
ジ
オ
を
造
る
ほ
ど
の
凝
り
よ
う

で
す
。
こ
の
ス
タ
ジ
オ
は
詰
め
れ

ば
印
人
程
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
、

神
丘
で
毎
年
行
な
わ
れ
て
い
る
キ

ャ
ン
プ
ラ
イ
ブ
で
知
り
あ
っ
た
人

た
ち
を
呼
ん
で
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー

ト
も
不
定
期
に
行
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
ご
自
慢
の
ス
タ
ジ
オ
に
案
内

し
て
も
ら
う
と
、
そ
こ
に
は
楽
器

や
音
楽
機
材
が
ず
ら
り
。
鈴
木
さ

ん
と
音
楽
と
の
出
会
い
は
中
学
3
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麻衣さん

で
食
べ
物
を
粗
末
に
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
、
そ
し
て
、
植
物
や
動

物
が
育
つ
よ
い
自
然
環
境
を
つ
く

り
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
を

「命
の
源
」
と

い
う
演
題
に
託
し
ま
し
た
。

ま
た
、
愛
国
さ
ん
は
、

「少
年
犯

罪
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
自
分
と

あ
ま
り
年
の
変
わ
ら
な
い
少
年
の

犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
パ
ソ
コ

ン
や
テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
で
家
に
隠
り

が
ち
な
子
供
に
対
し
、
家
庭
内
で

の
親
子
の
触
れ
合
い
が
大
切
で
あ

り
、
親
が
子
供
の
気
持
ち
を
理
解

し
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
訴
え
か
け
ま
し
た
。

緊
張
感
に
包
ま
れ
た
会
場
の
中

で
演
台
に
立
つ
発
表
者
の
姿
は
、

自
分
自
身
の
意
見
を
し
っ
か
り
持

っ
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
か
皆
、

大
き
な
声
で
堂
々
と
し
て
お
り
迫

力
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
少
年

の
凶
悪
犯
罪
が
増
加
し
て
い
る
現

代
社
会
の
中
で
、
中
学
生
の
自
分

自
身
の
体
験
に
基
づ
い
た
豊
か
な

発
想
や
思
考
力
を
目
の
前
に
し
た

時
、
将
来
の
日
本
を
担
う
子
供
達

の
育
成
に
携
わ
る
大
人
達
が
忘
れ

か
け
て
い
た
健
や
か
で
い
き
い
き

と
し
た
純
情
な
心
の
大
切
さ
を
感

じ
た
大
会
で
し
た
。

高橋明奈さん菱田

め
、
と
て
も
衛
生
的
と
は
い
え
ま

せ
ん
で
し
た
。

参
考
文
献
「
北
海
道
の
民
具
」

(
北
海
道
新
聞
社
刊
行
)
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年
の
時
、
友
達
の
兄
さ
ん
の
ギ
タ

ー
に
触
れ
た
の
が
最
初
だ
そ
う
で

す
。高
校
生
と
な
り
、
本
格
的
に
バ

ン
ド
を
組
み
、
そ
れ
以
降
ギ
タ
ー

や
ベ

l
ス
に
の
め
り
こ
ん
で
い
き

ま
し
た
。
同
時
に
自
分
で
作
詞
作

曲
も
手
が
け
、
こ
れ
ま
で
に
何
十

曲
も
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
あ
る
そ
う

で
す
。
最
近
で
は
地
元
の
よ
さ
こ

い
チ

l
ム
の
た
め
に

一
曲
創
作
し

ま
し
た
。

「今
金
に
は
音
楽
を
や

る
仲
間
が
い
っ
ぱ
い
い
る
。

キ
ャ

ン
プ
ラ
イ
ブ
な
ど
を
通
し
て
そ
の

仲
間
は
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。
音

楽
と
は

一
生
の
つ
き
あ
い
で
す
J

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

)す

E
E

時

5
日
出

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
中

な

学
生
派
遣
事
業
(
日
日
ま

杭

で
)
9
・
∞
総
合
体
育

臨

館
前
出
発

番

7
目
的
1
9
日
制
ド
リ
ー
ム
バ

問

ス
ツ
ア

l

サ
ッ
ポ
ロ
さ

ま

と
ら
ん
ど
・
支
勿
湖
青
年

間

の
家

日

∞

総

合

体

時

育
館
前
出
発

時

日
日
間
ラ
ジ
オ
体
操
と
町
内
清

川

掃
の
つ
ど
い

6

∞
柄

デ

・
モ
I
レ
ン
広
場

{

日
日
叩
今
金
町
成
人
祭

凶

・
す

初

町
民
セ
ン
タ
ー

何

日
日
制

熊
本
県
山
鹿
鹿
本
小
中

か

学
生
派
遣
事
業
(
同
日
ま

5

で
)

日

幻
日
開

国

際
交
流
の

つ
ど
い
留

一

学
生
受
け
入
れ

(
9
月
3

2

日
ま
で
)

ま

お
日
出国

1
幻
日
間
文
化
協
会
タ

話

ウ
ン

・
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

酎

テ
l
ォ
l
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

相

プ
ラ
ザ

の

幻
日
間

今
金
町
商
工
会

ω周
年

一枇

記
念
事
業
総
合
体
育
館

めじL
MM 



一日
7

室
岡
高
齢
者
只
同
生
活
施
設
一

一
『
せ
せ
ら
ぎ
』
の
ミ
菜
肉

一
利
用
料
金
は
?

月
額
利

の
収
入
に

動
し
ま
す

実
費
使
用

量
が
加
算

算
し
た
額

用
料
は
、
利
用
者

よ
り
負
担
額
が
変

が
、
居
住
部
門
と

料
(
冬
期
は
暖
房

さ
れ
ま
す
)
を
合

と
な
り
ま
す
。

き
る
範
囲
で
こ
自
分
で
し
て
い
た

「
せ
せ
ら
ぎ
」
と
は
?

だ
く
他
、
個
々
の
心
身
状
況
に
あ

わ
せ
趣
味
活
動
・
教
養
娯
楽
活
動
・

h-F
金
町
で
は
、
概
ね
何
歳
以

メ一

上
の
方
で
心
身
は
機
能
的

に
自
立
し
て
い
る
け
れ
ど
、
何
ら

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
農
作
物
の

栽
倍
等
を
行
い
ま
す
。

対象収入による階層区分 月 額 備 考
第 l 生活保護受給者、老齢福祉年

5， 000円
段階 金受給者で住民税非課税世帯
第 2

世帯主全員が往民税非課税 10，000円
段階 今金町に住所を

第 3 住民税課税世帯で本人が住民
15， 000円

有しない方につ

段階 税非課税 いては定額の 2
第4 本人が住民税課税で合計所得

20， 000円
倍とする。

段階 金額が250万円未満

第 5 本人が住民税課税で合計所得 25. 000円
段階 金額が250万円以上

か
の
介
助
文
は
訓
練
等
を
行
わ
な

け
れ
ば
要
介
護
状
態
に
な
る
と
判

断
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
今
後
も

共
同
生
活
施
設
で
の

す
ご
し
方

要
介
護
状
態
に
な
ら
ず
、

健
康
で

生
き
生
き
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

* 
外
出
・
外
泊
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
事
前
に
職
員
に
申
し
出
て

下
さ
い
。

看
護
婦
が
入
浴
す
る
前
に
健
康

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
す
。

食
事
は
食
べ
や
す
く
栄
養
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
農
作
物

の
栽
培
を
始
め
季
節
に
応
じ
た

各
種
行
事
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

洗
濯
は
ご
本
人
が
さ
れ
る
場
合

は
洗
濯
機
・乾
燥
機
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ご
本
人
が
で
き
な
い
場
合

は
こ
家
族
で
対
応
願
い
ま
す
。

居住部門に係る利用料

う
支
援
す
る
施
設
で
す
。

* 

「
せ
せ
ら
ぎ
」
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
?

* 

官
せ
ら
ぎ
」
で
は
、
で
き
る

だ
け
自
立
し
た
、
在
宅
に

近
い
生
活
が
過
ご
せ
る
よ
う
、
簡

易
な
手
続
き
で
通
院
や
買
い
物
等

の
外
出
を
自
由
に
し
て
い
た
だ
い

て
個
人
の
時
間
を
大
切
に
す
る
と

共
に
、
心
身
機
能
の
維
持
回
復
を

目
的
に
、
身
の
回
り
の
こ
と
は
で

* * 
d 

• • 

健診を受けて明るい健康づくり

り・

乳児健診

*母子健康手帳 予診票
を持参下さい。予診PZは
各病医院にも設置してお

ります固

老人

(70才以上白方)をお忘れになりますと八軍総合病院の事務がスム←ス'に亜ばなくなりま

14 : 20-14 : 50 I紘台福祉施設内保健センター

" 

すくすく子育てダイヤル

1)誼6ヶ月児健康診査

住民検診結果報告会

3種混合予防接種
(l 期初回)

股関節脱臼検査

区 分 日 額 月 額 {繭 考

食 費 1，400円 42，000円 日額加算

日 用 品 費 150円 4，500円 日額加算

教養娯楽費 100円 3，000円 日額加算

光熱水費 100円 3，000円 日額加算

暖 房 中斗 100円 3，000円 冬期間 11/1 ~4/30 

メ口合、 計 1，850円 55， 500円

食費及び日用品等の実費利用料お
申
し
込
み

お
問
い
合
わ
せ
先

総
合
福
祉
と
し
べ
つ
内

。
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

。
在
宅
介
畿
支
援
セ
ン
タ
ー

O
今
金
町
社
会
福
祉
協
議
会

8
2
1
2
7
8
0
 

• • 夏
は
水
分
を
た
く
さ
ん

取
り
ま
し
ょ
う
!

2-278 

脱
水
症
と
は
?

「
脱
水
症
」
と
い
う
言
葉
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。
「
脱

水
症
」
と
は
、
身
体
の
中
の
水
分

量
が
減
っ
て
し
ま
い
、
熱
が
出
た

り
、
意
識
が
も
う
ろ
う
と
な
っ
て

し
ま
う
こ
と
で
す
。
最
悪
の
場
合

は
死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
高
齢
者
の
場
合
は
症
状
が

出
に
く
い
の
で
、
次
の
よ
う
な
症

状
が
あ
れ
ば

「脱
水
症
」
を
疑
っ

て
下
さ
い
。

・
何
と
な
く
元
気
が
な
い
。

-
一
日
中
n

う
つ
ら
う
つ
ら
H

し

て
い
る
。

・
鉛
・

5
℃

1
U℃
位
の
微
熱
が

あ
る
。

・
わ
き
の
下
が
乾
い
て
い
る
。

高
齢
者
は
脱
水
症
に
な
り
や
す
い

成
人
で
は
体
重
の
約
6
割
が
水

分
で
あ
り
、
体
重
回
同
の
人
で
は

約
お
・

5
M
(牛
乳
パ
ッ
ク
大
お
・

5
本
)
に
も
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

高
齢
者
で
は
身
体
の
水
分
量
が
少

な
く
、
同
じ
日
山
崎
の
人
で
も
水
分

量
は
約
剖
幻
で
あ
り
、
若
い
人
よ

り
も
牛
乳
パ
ッ
ク
(
大
)
で
日
本

分
少
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

(14) 

-月額手Ij用料は居住部門と実費利用料の合算となります。
・実費利用料の月額は30日とした場合。

，t
t 

之
九
な

楽
し
い

之
と
考
I
・

七
夕
の
日
に
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ン
ク

「
ひ
ま
わ
り
」
(
代
表

川
島
積
子
)
が
利
用
者

に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と

お
食
事
会
を
企
画
し
、

会
員
と
社
会
福
祉
協
議

会
の
職
員
が
作
っ
た
料

理
に
舌
鼓
。

の
た
め
高
齢
者
は
ち
ょ
っ
と
水
分

が
不
足
し
て
も
脱
水
症
を
起
し
や

す
い
の
で
す
。
そ
の
他
に
も
高
齢

者
が
脱
水
症
を
起
し
や
す
い
理
由

は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
ト
イ
レ
に
行
く
回
数
を
減
ら
す

た
め
、
水
分
を
控
え
て
い
る
。

.
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
に
く
い
。

.
腎
臓
の
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。

特
に
夏
は
汗
が
出
た
り
、
知
ら

な
い
う
ち
に
身
体
か
ら
水
分
が
蒸

発
し
て
身
体
の
中
の
水
分
量
が
減

り
が
ち
で
す
。
暑
い
日
に
、
お
し

つ
こ
の
量
が
少
な
く
な

っ
た
り
、

濃
い
お
し

つ
こ
が
出
る
の
は
そ
の

た
め
で
す
。

夏
場
は
特
に
気
を
つ
け
て
お

茶
・
ジ
ュ
ー
ス
・
お
水
な
ど
の
飲

物
で
水
分
を
取
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
一
目
別

α
(牛
乳
パ
ッ
ク
大

川
本
)
は
水
分
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

飲
物
を
飲
む
と
む
せ
や
す
い
方
は

ゼ
リ
ー
を
食
べ
て
も
水
分
補
給
に

な
り
ま
す
。

ま
た
下
痢
や
幅
吐
、
発
熱
が
あ

る
場
合
は
か
ら
だ
か
ら
出
る
水
分

量
が
増
え
、
身
体
の
中
の
水
分
量

が
少
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
い
つ

も
よ
り
多
め
に
水
分
を
取
り
ま
し

ょ
う
。
捌
∞
(
牛
乳
パ
ッ
ク
大

2

本
)
く
ら
い
が
目
安
で
す
。

〕5
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~~畿のアイドル
わかな

‘大谷和香菜ちゃん

(平成10年 4月25日生まれ)

大苔和明さん、静香さんの長女神丘高台

[親から】
待望の娘“わかな"はとてもパワフル

な女の子。
パパの好きなハードロックでダンス 11

歌も大好古!l 

このまま健康で丈夫に育ってね。

ホ-6.べーヲl之
『広報いまかね」

を追加

泰希ちゃん

「広報いまかね」を 7月号から

ホームページに掲載 しました。

掲載内容については、広報から

の記事や、町民へのお知 らせ、住

民動態、保健情報などを掲載して

います。広報に掲載できなかった

写真なども追加しています。

， 

砂前川

(平成10年 3月20日生まれ)

大和町前川芳広さん、友子さんの長男
[親から]

事希"は、今、一番の甘えんぼうです。
毎回、寝るときに、アンパンマンのタオ

ル、ゴン太くんと、 一緒に寝てます固
いつまでも甘えんぼうのかわいい H 棄

希!でいてほしいです。

ホームページアドレス

http://www.hakodate. 
。r.jp/imakane/ 

。

。SooSooSo

fへ¥、
孝よ之)九t?Jl，ン

ザミ-r').89出町
J 

住民の動態
6月末現在

前月対比

7，091人 4)

3， 424人 7)

3， 667人(ム 3)

2，722世帯 1)

7月 1日(保護者

7月2日(保護者

-っとでめお-
つ

ん

ん

F

、

や

や

l
G

ち

ち

じ
き希
う
羽

ん
さ沙
す涼

たお

井

木

固

永

笹

。号。OS。令

口

数男

女

帯

人

世

64 -5321 

67-2470 

62-0221 

64 -5011 

休日当番医
8月6日 北格山立国保病院(北槍山)

13日 瀬棚町国保医科診療所(瀬 棚)

20日 今金町立国保病院(今金)

27日 道南ロイヤル病院(北楢山)

( 9月分については予定です)

9月3日 北櫓山立国保病院(北槍山) 64 -5321 

10日岩間医院(今金) 62-0057 

15日今金町立国保病院(今金) 62 -0221 

17日 道南ロイヤル病院(北楠山) 64-5011 
※当番医が急きょ変更となる場合がありますので、ご了承下さい.

発
T寸
/ 
北
j毎
道
づ

く〆 書
役
場

闘いつまでもおしあわせに

メ 小川 忠さん(商工団地)=本家 麻美さん(札幌市)

¥ 高倉匠平さん(寒昇)=小泉絵理子さん(寒昇)

メ 渡溢 雅之さん(緑町)ニ三上絵里さん(札幌市)

メ藤倉里志さん(大和町)=福田 真弓さん(函館市)

1ンイ7 河島 辰雄さん(白 石)=氏家よしえさん(長方部町)

※診療時間

午前10時から正午まで
午後 1時から 3時まで

小児科外来の診療時間変更について

日間
②
0
1
1
1
番

(童合理策しで)
'(帝王干苦心石)

(商ヨL団地)
(犬(和 町)

(八幡町)

85歳

90歳

88歳
41歳

75歳

圃おくやみもうしあげます

山 本 ナ ツ ノさん 6月20日

鎌田ハツエさん 6月22日
川 平サ卜さん 6月30日

村上芳 子さん 7月4日

天満カメノさん 7月13日

小児科外来は、毎週月曜日と水曜日の午後からの診

療となっておりますが、次の期日については、診療開

始時間が午後 2時以降に変更となりますのでお知らせ

いたします。

7月17日受付分まで

※ 7月号広報「おくやみもうしあげます」欄の 「橋

カズエ」さんは「高橋 カズエ」さんの誤りでした。

訂正してお詫びいたします。(今金町立国保病院)

8月21日(月)

9月4日(月)

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係

(16) 
http・Ilwww.hakodate.or.jplimakane/ノ)-{i7.llIJホームページ


